
受託団体名　岐阜日中交流促進会

１．　事業名称

４．　運営委員会の開催について
【概要】
回数 開講日時 時間数 場所 議題

本団体事務所

天野　卓男
長屋　正幸
古川　竜治

今尾　ひな子
呉　志良
辛　軍青

①事業の進
捗具合
②授業後の
相談対応
③事例報告
等の今後対
応
④他団体との
連携方法・形
式について

①事業内容の終わりにつきどう評価・報告するかを議論した。
②受講者など関係者から様々の要望と期待をどう答えるかを討議した。
③事業の収支について、限られた予算で団体・個人どう負担するか、ボランティア
の扱いについて議論した。
④あらゆる可能な方法を検討し、次期の申請及び他団体との更なる連携可能性を
検討した。

①事業報告・
評価
②受講者らの
要望対応
③収支報告
④今後の計
画

3

H25年12月1
日
9：00-12：00

2
3時
間

H26年3月16
日
13：00-16：00

3時
間

①今までの事業の進捗具合を評価し、推移と見通しを話した。
②受講者からの授業後の相談体制、主な相談内容の処理方法等を検討した。
③日本語教育研究協議会などで事例報告等が必要なとき今後どう対応するかを
検討した。
④今までの他団体との連携事業を総括し、より良い効果を得るため、担当者の負
担軽減や今後の連携方法・形式等を検討し議論した。

本団体事務所

加納　正子
天野　卓男
長屋　正幸
古川　竜治

今尾　ひな子
呉　志良
辛　軍青

 「生活者としての外国人」のための日本語教育事業　

検討内容

① 企画・計画
内容及び審
査結果報告
②担当者及
び講師、補助
者の選任の
検討
③教室の進
め方及び内
容構成の検
討
④教室会場
選定の検討
⑤広告・募集
方法の検討
⑥安全・保険
確保の検討

加納　正子
天野　卓男
長屋　正幸
古川　竜治

今尾　ひな子
呉　志良
辛　軍青

３．　事業内容の概要
　○依然として生活に必要な最低限の日本語の習得を支援することは必要であることから、外国住民の多数を占める
中国系住民を対象とし、豊富な教育経験を持つ中国語話者講師等による中国語の説明を加えた授業を行いました。ま
た、日本語教育資格を有する外部の専門家を定期的に招き、指導者及び学習者の質問や疑問等に応える場を設ける
ことで一層の学習意欲向上及び外部とのネットワークを図りました。
  ○住民間の交流を促進する目的で、日中文化交流大会及び生活安全講座を開催しました。先輩の中国系住民や、
日本人家族、地域日本人を招き、日本文化、地域社会との交流の機会を図りました。また、他機関との連携・協力に基
づき、文化交流、防犯・防災、交通安全などの活動を通じて、地域住民との交流を広げました。
  ○先輩住民である中国系住民と中国系住民と共に働く日本人の双方から、体験談を踏まえた相互理解についてシン
ポジウムで語っていただく場を設けたことで、文化や習慣の違いを超えて、共生共存の素晴らしさや友好関係を再認識
する機会となりました。
　これらの取組を実施したことにより、これまで培ってきた人材や地域のネットワークを広く発信し、新たな多文化共生
社会に必要な外国人リーダーを育成することができたと考えています。

3時
間

H25年8月25
日
13：00-14：00

1 本団体事務所

①事務局から本年度の【生活としての外国人】の日本語教育事業を採用されたと
の報告あり、より具体的な事業内容について協議・決定した。
②担当理事から本年度の責任担当者及び講師の選任について、指名した経緯や
理由を説明した上で、具体的な内容を議論した。
③教室の進め方及び内容構成について　昨年度の事業の進み具合や、その他教
室の経験などから、本事業の主旨･目的を最大限に重視したカリキュラムを検討し
た。
④本教室の対象者の特徴に基づき、教室会場をどう選定するかを検討した。
⑤公告、募集方法を検討した。
⑥関係者全員の安全・保険の内容について検討して決定した。

委託事業実施内容報告書
平成２５年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ｂ）】

２．　事業の目的
 岐阜市及び近隣市町村の外国人定住者や永住者、日本人配偶者など中国語を母語とする住民を対象とし、日常生
活を営む上で必要となる日本語能力を身につけ、日本社会に早く溶け込めるよう、地域住民として自立した生活ができ
ることを目的としました。
　岐阜市及び近隣市町村の定住者や永住者、日本人配偶者など定住傾向にある中国系住民が年々増加している中、
日本語によるコミュニケーション能力の不足や、文化・習慣の相違による地域社会における様々なトラブルが後を絶た
ない。「生活者としての外国人」の日本語教育は待ったなしの課題であります。
　当団体がこれまで「生活者としての外国人」のための日本語教育事業に対する取組を実施してきた結果、日本語を
習得したい、地域の日本人と交流したい、日常生活の中で外国人ならではの問題を解決したいという声が高まりまし
た。また、この地域の多文化共生状況を更に改善していくためには、外国人住民コミュニティーの自助組織を増やし、
各地域に日本人住民との架け橋になる人材を育てる必要があります。

出席者



５．　取組についての報告

○取組１：岐阜　中国人のための日本語講座

（３）　　対象者：　岐阜市及び周辺地域に在住し、中国語を母語とする住民を対象とします。

（４）　　参加者の総数　　55　　人
（出身・国籍別内訳　中国・中国　46人，中国・日本　9人　）
（５）　　開催時間数（回数）　　6　　時間　　　（全　18　　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

初級
3

15
中国(13人)
日本(2人)

自己紹介
基礎力確認

①簡単な自己紹介方法を教える　②日本
語基礎能力を確認して、これからの授業で
個々の能力を配慮して進める。

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

15
中国(11人)
日本(4人)

自己紹介
基礎力確認

①自己紹介のこつを教える　②日本語基
礎能力を確認して、これからの授業で個々
の能力を配慮して進める。

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

20
中国(18人)
日本(2人)

日本語基礎
防災・救急

①基礎日本語を学習する
②119番、110番の通報方法や救急車の呼
び方などを学習

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

17
中国(13人)
日本(4人)

日本語基礎
防災・救急

①基礎日本語を学習する
②119番、110番の通報方法や救急車の呼
び方などを学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

22
中国(17人)
日本(2人)

日本語基礎
日常生活

①基礎日本語を学習する
②日常生活の中で利用する銀行について
（窓口、ATM）

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

17
中国(13人)
日本(4人)

日本語基礎
仕事探し

①基礎日本語を学習する
②各種面接（仕事探し、入学等）時の自己
アピール方法や用語について学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

19
中国(17人)
日本(2人)

基礎日本語
医療保険

①基礎日本語を学習する
②医療保険（社会保険、国民健康保険）に
ついて学習

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

16
中国(13人)
日本(3人)

基礎日本語
医療保険

①基礎日本語を学習する
②医療保険（社会保険、国民健康保険）に
ついて学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

17
中国(15人)
日本(2人)

基礎日本語
仕事探し

①基礎日本語を学習する
②各種面接（仕事探し、入学等）時の自己
アピール方法や用語について学習

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

18
中国(16人)
日本(2人)

基礎日本語
日常生活

①基礎日本語を学習する
②日常生活の中で利用する銀行について
（窓口、ATM、振込）

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

17
中国(15人)
日本(2人)

基礎日本語
納税

①基礎日本語を学習する
②各種税金（所得税、市・県民税、資産税
等）について学習

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

18
中国(16人)
日本(2人)

基礎日本語
納税・滞納

①基礎日本語を学習する
②各種税金（所得税、市・県民税、資産税
等）について学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

23
中国(18人)
日本(5人)

基礎日本語
食文化基礎

①基礎日本語を学習する
②日本の食卓マナー及び関連用語につい
て学習

古川竜治
（指導者）

銭　堅

中級
3

21
中国(17人)
日本(4人)

基礎日本語
食文化、注意
点

①基礎日本語を学習する
②日本の食卓マナー及び関連用語につい
て学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

18
中国(16人)
日本(2人)

基礎日本語
自己の年金

①基礎日本語を学習する
②年金保険（厚生年金、国民年金）につい
て学習

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

21
中国(17人)
日本(4人)

基礎日本語
年金・計算法

①基礎日本語を学習する
②年金保険（厚生年金、国民年金）につい
て学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

平成25年
9月8日
13：00~16:30

平成25年
9月22日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

4
平成25年
9月29日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

2

（１）　　体制整備に向けた取組の目標：　日本語コミュニケーショ能力を身に付けることを目的とし、初級は日常生活に
困らない程度の日本語能力を習得し、中級は日本語能力N３級以上のレベルに達することです。

（２）　　取組内容：　岐阜市及び周辺地域の中国語を母語とする住民を対象として、日本語基礎及び地域日常生活に
欠かせない専用日本語を授業内容とします。とりわけ：
①主に豊富な教育経験を持つ中国語ができる講師が母語で分かりやすい説明を加えて授業を行います。
②日本語教育資格を有するプロの教師を定期的に招き、質問や疑問等をクリアして一層習得効果を向上します。
③授業は初級クラスと中級クラスが同時に進行することにより、日本語能力が異なる家族や友人でも同一時間帯に受
講することができるようにします。
④日本文化、地域社会の常識、社会ルールなどに関する専用日本語を授業内容に取り入れ、実用性を重視します。

平成25年
9月1日
13：00~16:30

平成25年
10月13日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

7

6

（６）　  取組の具体的内容

岐阜中央青少年会館

3

平成25年
10月6日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

1 岐阜中央青少年会館

8
平成25年
11月10日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

5

平成25年
10月27日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館



初級
3

20
中国(18人)
日本(2人)

基礎日本語
基礎力確認

①基礎日本語を学習する
②日中文化の違いという観点から、正しい
感謝とお詫びの仕方を勉強する。

古川竜治
（指導者）

銭　堅

中級
3

18
中国(15人)
日本(3人)

基礎日本語
基礎力確認

①基礎日本語を学習する
②中間テスト

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

18
中国(16人)
日本(2人)

基礎日本語
礼儀用語基
礎

①基礎日本語を学習する
②中間テスト

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

15
中国(12人)
日本(3人)

基礎日本語
会話力

①基礎日本語を学習する
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

16
中国(14人)
日本(2人)

基礎日本語
会話力

①基礎日本語を学習する
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

21
中国(17人)
日本(4人)

基礎日本語
会話力強化

①基礎日本語を学習する
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

古川竜治
（指導者）

辛　軍青

初級
3

13
中国(11人)
日本(2人)

基礎日本語
日本文化

①基礎日本語を学習する
②日本の正月　お歳暮う、年賀状、おせち
料理、初詣、新年挨拶

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

12
中国(10人)
日本(2人)

基礎日本語
日本文化

①基礎日本語を学習する
②日本の正月　お歳暮う、年賀状の書き
方、初詣、新年挨拶

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

18
中国(16人)
日本(2人)

基礎日本語
会話力

①基礎日本語を学習する
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

古川竜治
（指導者）

銭　堅

中級
3

19
中国(15人)
日本(4人)

基礎日本語
礼儀

①基礎日本語を学習する
②日中文化の違いという観点から、正しい
感謝とお詫びの仕方を勉強する。

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

21
中国(16人)
日本(2人)

基礎日本語
病院のこと

①基礎日本語を学習する
②病気の場合、病院で使われる常用語を
勉強する

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

19
中国(17人)
日本(2人)

基礎日本語
会話力

①基礎日本語を学習する
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

19
中国(17人)
日本(2人)

基礎日本語
応用力

①基礎日本語を学習する
②手紙の書き方、季節挨拶について学習

古川竜治
（指導者）

銭　堅

中級
3

19
中国(15人)
日本(4人)

基礎日本語
応用力

①基礎日本語を学習する
②手紙の書き方、季節挨拶について学習

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

21
中国(19人)
日本(2人)

基礎日本語
会話力強化

①基礎日本語を学習する
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

17
中国(14人)
日本(3人)

基礎日本語
病院のこと

①基礎日本語を学習する
②病気の場合、病院で使われる常用語を
勉強する

古川竜治
（指導者）

辛　軍青

初級
3

22
中国(18人)
日本(2人)

能力確認
会話力

①N４級レベル模擬試験
②会話能力を強化する目的に、ひとつの
話題について話せるだけ話す。

馬　励
（指導者）

銭　堅

中級
3

21
中国(15人)
日本(3人)

能力確認
仕事探し

①N３級レベル模擬試験
②仕事探し・面接と履歴書

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

初級
3

20
中国(18人)
日本(2人) 基礎力確認

①発表会　テーマ：私の家族
②アンケート調査

古川竜治
（指導者）

銭　堅

中級
3

18
中国(14人)
日本(4人) 基礎力確認

①発表会　テーマ：私
②アンケート調査

銭　苹芬
（指導者）

辛　軍青

10
平成25年
12月1日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

11
平成25年
12月8日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

16

17
平成26年
2月23日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

14

平成25年
12月22日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館12

9
平成25年
11月24日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

13
平成26年
1月12日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

平成26年
2月9日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

平成26年
1月26日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

15
平成26年
2月2日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館

18
平成26年
3月9日
13：00~16:30

岐阜中央青少年会館







（８）　　教室活動風景

（７）　　参加者の募集方法　　岐阜市公共施設、国際交流団体窓口、役所市民課窓口などにチラシを置くと同時に、岐
阜地域における中国系住民のネットワーク（主に口コミ）を活用しました。

ａ．初級教室にて（11月24日）

　日中文化の違いという観点から、お互いに誤解の無いような正しい感謝とお詫びのしかたを勉強しました。

　事前に、宿題として課題を与えて、日常生活をしっかり観察して、自分又は他人が失礼した時又は過ちを犯した時ど

のように謝っているのか、感謝された時どのように応えているのかを留意して、できるだけ記録しておいて、フィードバッ

クします。

　また、様々な日本語の言い回し方を調べて、日本の文化習慣を理解した上で授業に臨みました。

　授業では、まず、日本人の先生が一般的な言葉使いや礼儀作法の基本を指導します。全員に理解してもらうように

通訳を介して授業を進みました。授業では日中文化の違いにより、誤解しやすいところを確認して、文化の違いを再認

識しました。

　また、日本人配偶者のご家族も招き入れ、家庭生活の中で誤解し易いところ、特にコミュニケーション能力の足りなさ

から生じた誤解を議論しました。

　その日の学習では、自分の謝り方では相手に正しく気持ちを伝われていないことがお互いにわかったのです。大変

貴重な勉強だと感想を述べた人が多かったです。

ｂ．中級教室にて（12月22日）

　日本の正月が近づき、年賀状を送るという風習があることは中国と同じですが、やはり日本の年賀状文化は特別で、

外国人が気を付けないとよく失礼にあたるところがありますので、授業のテーマにしました。

　そこで、まず、中国人の指導者が自分が当初体験したできことや失敗した体験を話しました。年賀状を出す時期や、

又は出してはいけないケースなど日本の年賀状文化を紹介し、作り方や出し方など中国風と比べながら勉強しました。

　また、昨年と今年の年賀状見本を何枚持ち込み、年賀状で使われている言葉や新年挨拶の言葉を勉強して、日本の

年賀状に関する基本知識を学びました。
（９）　　取組の目標の達成状況・成果：
①　当初の学習目標の達成状況
2014年3月に受講者を対象に実施したアンケート調査で、学習の達成度について下記グラフの通り回答がありました。
また、教室が実施した日本語能力模擬試験の結果にも、８0％余りの中級受講者がN３級を、90％以上の初級受講者
がN５級を合格しました。
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○取組２：日中文化交流大会

（４）　　参加者の総数　　　７０　人
（出身・国籍別内訳　中国　42人，日本国　28人　）

（５）　　開催時間数（回数）　　3　　時間　　　（全　2　　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成25年
11月3日
9：00～
12：00

3時
間

岐阜市市
橋コミュニ
ティセン
ター

68人

中国（40
人）、日
本人（28
人）

食文化

本場の中国料理餃子と粽を日
中市民が一緒にお話をしなが
ら作って、一緒に食べって、両
国の食文化、食卓マナーを理
解し、実践しました。

長屋寿恵
（講師）
馬　励
（日本語
指導者）

銭　苹芬、辛　軍
青、銭　堅等

2

平成25年
11月3日
13：00～
16：00

3時
間

岐阜市市
橋コミュニ
ティセン
ター

68人

中国（40
人）、日
本人（28
人）

茶道

本番の茶道の先生を招いて、
美しい日本の伝統文化茶道を
体験し、おもてなしの心を育て
ます。また、家庭での一般的な
礼儀作法を教えます。

ボラン
ティア

銭　苹芬、辛　軍
青、銭　堅等

（６）　  取組の具体的内容

（１０）　　改善点について：
① 現状
　日本語を勉強したい人、日本語を勉強しなければならない人は依然数多くいます。しかし、日常生活に追われて、な
かなか勉強出来ない人が大勢いることも事実であります。また、それぞれのレベルや場所、時間に合う教室が少ない
ため、受講できているのはその中の一部住民だけです。
② 今後の課題
　人材と資金の不足で、需要に答えられません。
　これからはいかに地方自治体やその他組織と連携して、より多くの学習チャンスを多くの学習希望者に提供できるか
が課題になります。
③ 今後の活動予定、展望
　岐阜県の外国人数は依然高い割合にあります、それに定住化が進んでいます。県内在住約1万5千人の中国系外国
人住民の内、約半分に当たる7千人余は岐阜市及びその近隣市町村に住んでいます。多文化共生は岐阜でも避けて
通れない課題です。
　異文化共生社会を構築するには、交流の支障である在住外国人と日本人の言葉の壁や心の壁を取り除けなければ
なりません。根本的な外国人受入態勢を確立するには長期にわたって将来的な展望に立った上での研究や全社会か
らの支援、共生共存社会の構築が必要と思います。我々のような草の根活動を通して、より多くの住民にとって暮らし
やすい社会になればと思います。

（２）　　取組内容：　中国の代表的な料理餃子及び粽を日中市民が一緒に交流しなが作って、食べます。日本語教室
の受講生たちは教室で学習した日本語を使い、積極的に中国の食文化を参加者に紹介します。また、地域市民により（３）　　対象者：　日本語講座の受講者及びその家族、地域一般住民。

②　学習者の習得状況

　初級クラスでは、「みんなの日本語」の基本文法、語彙などの習得によって、簡単な日常生活会話ができ、日常生活

の中でのコミュニケーション能力を向上させました。

　中級クラスでは、80％以上の受講者が日本語能力試験N３級模擬試験を合格したことによって、勉強に自信が持てる

ようになり、新たな目標を立てることができました。

　初級、中級クラスとも毎回の授業には通訳ができる補助者を配置し、同じクラスでも日本語能力が比較的に低いこと

によって理解しにくい受講生を随時対応し、落ちこぼれのないように工夫しました。内容構成には、日常生活に欠かせ

ない社会保障・保険・税金知識、医療を受ける時の常識などを取り入れました。また、コミュニケーション能力を高める

ために、お互いに顔を見ながら会話や質問をしたり、できるだけ中国語を使わずに、日本風のジェスチャーをまじえて

会話の相手に演じたりして、実践に繋がることができ、学習効果を実感しました。

さらに、日本語学習の成果を実践として、イベントの開催や参加を実行しました。良い学習チャンスとなり、講師や補助

者の随時説明、指導により、さらに良い学習効果を得ることができました。

（１）　　体制整備に向けた取組の目標：　多文化共生社会を構築する第一歩はまずお互いに知るからです。日中食文
化や代表的な日本文化である茶道体験等の交流活動により、一般市民と交流の場を作り出し、文化の理解し合い、尊
重し合いの心を育みます。





（８）　　活動風景

○取組３：外国人のための生活安全講座

（３）　　対象者　当日本語講座の受講生及びその家族等

（４）　　参加者の総数　　　５８　　人

（出身・国籍別内訳　中国・中国　40人，中国・日本国　１8人　）
（５）　　開催時間数（回数）　　6　　　時間　　　（全　2　　回）

（７）　　参加者の募集方法　岐阜市公共施設、国際交流団体窓口、役所市民課窓口などにチラシを置くと同時に、岐
阜地域における中国系住民のネットワーク（主に口コミ）を活用しました。

　本大会の開催により、日本語教室の受講生たちは教室で学習した日本語を使い、積極的に中国の餃子や粽文化を

参加者に紹介しました。また日本人市民の方からは日本の食卓のマナーや食に関する正しい日本語を教えてもらいま

した。特に、受講者はこの活動を通じて生の日本語を勉強できるチャンスと捉え、方言を含む今まで勉強した日本語を

使って、参加者にまたは地域住民、日本人の家族に日本語で紹介することにより今までの学習成果を発表することが

できました。

　また、茶道は日本代表的なおもてなし文化の一つです。当教室では日本人配偶者が多数いますので日常生活では

欠かせない重要な文化の一つと認識しています。今回は地域の茶道の先生を招き、正しい礼儀作法を教わてもらい、

地域の関係者、受講者の日本人家族も一緒に参加したことで、地域住民と幅広く交流することができました。
（９）　　取組の目標の達成状況・成果

　大会は予定通り開催され、大勢の方が参加しました。今回の活動通してお互いの文化にふれ合うことにより、交流の

場ができ、相互の文化に対して一層の理解と尊重の心を育みました。

　会場では、皆さんが仲間になり、誰かが日本人なのか、誰かが中国人なのか完全に区別ができなくなるくらい、和気

あいあいと話が弾んでいました。

　また、今回の活動は「中日新聞」にも取り上げられ、このような日々の努力がきっと国際化が進む日本の地域社会で

は欠かせないと改めて認識しました。

（１０）　　改善点について
　多文化共生の地域づくりには意識啓発を外国人・日本人双方に対して行うことにより、双方自身の取組を促進させる
仕組作りが必要と認識しています。

（２）　　取組内容
　警察署、市関係部署等と連携して、警察、消防団員等を講師として派遣してもらい日本で暮らすための防災、防犯、
交通安全等を中心に、その基本知識、規則ルール及び奨励・罰則等を講習してもらい、日頃の備え及び意識啓発を促
進します。また、当団体では、講座用の資料を収集・作成し、事前関連日本語を勉強した上で講座に臨みました。
　また、上記の内容について、緊急時対応する日本語をしっかり身につけ、不測時に備えます。

（１）　　体制整備に向けた取組の目標　生活者としての外国人が地域において安心して生活を送ることができるよう、
日本の安全な暮らし方を正しく学習します。



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成25年
11月15日
9：00～
12：00

3時
間

研修セン
ター

38人

中国（32
人）、日
本人（5
人）

防災、火
事と地震

日本で安全・安心して暮らすた
めの防災、火事と地震の基本
知識を学び、日頃の備え及び
意識啓発を促進しました。ま
た、上記の内容について、緊
急時対応日本語をしっかり身
につけ、不測時に備えます。

本巣市消
防団員

銭　苹芬、呉　志
良、辛　軍青

2

平成25年
11月21日
13：00～
16：00

3時
間

研修セン
ター

35人

中国（30
人）、日
本人（5
人）

交通安
全、防犯

日本で暮らすための防犯、交
通安全等を中心に、その基本
知識、規則ルール及び奨励・
罰則等を警察を招いて講習し
てもらい、日頃の備え及び意
識啓発を促進しました。
　また、上記の内容について、
緊急時対応日本語をしっかり
身につけ、不測時に備えます。

岐阜県警
察

銭　苹芬、呉　志
良、銭　堅

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景

○取組４：共生・共栄の道－地域で共に働く中国人・日本人住民の声から－
（１）　体制整備に向けた取組の目標
　日本に居住する中国系住民が定住・永住傾向にある中で、文化的背景を異にする人々が共生・協働する社会の構
築に向けて必要なことは何か？先進的な取り組みを紹介し、今後の地域社会生活に積極的な役割を果たします。

（２）　　取組内容
　第一部の日中文化セミナーでは、中国人との付合いが長い、経験豊富な経営者、地域で共に働く中国人・日本人住
民の声及び初めて中国を見てきた若い日本人のお話を聞き、共生・共栄の道について勉強します。第二部では、日中
市民が囲んで、交流の輪を広げていくための「語り合い、知り合う、そして助け合う交流会」を開催しました。

（３）　　対象者　日本語講座の受講者及びその家族、関係企業の日本人従業員及び中国人従業員指導・監理・支援
団体関係者、日本語支援者及び地域の住民等。

（６）　  取組の具体的内容

岐阜市公共施設、国際交流団体窓口、役所市民課窓口などにチラシを置くと同時に、岐阜地域における中国系住民

　岐阜県警察署、消防署、岐阜市関係部署等と連携して、警察、消防団員等を講師として派遣してもらい、外国人のた
めの防災、交通安全基本知識を教授してもらいました。また、当団体では、講座用の資料を収集・作成し、事前関連日
本語を勉強した上で講座に臨みました。
　特に、最近改正された自転車に関する交通ルールについて、自転車を主な交通手段として生活している中国系住民
には欠かせない知識であります。講座では、警察官が実際の交通事故を事例に詳しく改正法を話しました。また、自転
車の二人乗りや、並行進行など中国ではよくあることが日本では違反だと注意すべき点を確認しました。
　さらに、日々の防火・防災について、消防団員からいざ火災が発生した場合、火の消し方や他人に知らせ方を丁寧に
教えてもらいました。また、地震に備え普段の準備の仕方、外国人ならではの注意事項を学習しました。

（９）　　取組の目標の達成状況・成果
　交通安全、災害や防災に対する中国系住民の意識が高まりました。同時に、自助・共助の意識の下に適確に行動で
きる人材の育成、災害に強い外国人と地域まちづくりに役立てると認識しました。
　また、こうした機会が無ければ会うこともなかっただろう、地域住民と外国人がどう協力し合うか、いざの時の避難生
活などについて大変貴重な経験をされました。

（１０）　　改善点について　様々な原因で中国系住民は地域自治会が行った防災訓練には参加しない傾向がありあ
す。今後は中国系住民が多い自治会との連権にも力をいれ、各地に災害に強い外国人リーダーを育つ必要があると
思います。



（４）　　参加者の総数　１００　　人
（出身・国籍別内訳　中国・中国　63人，中国・日本　37人）
（５）　　開催時間数（回数）　４　　時間　　　（全　１　　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成26年
3月2日
１0：00～
15：00

4時
間

岐阜産業
会館

100
人

中国（63
人）、日
本（37
人）

共生・共
栄の道

地域で共に働く中国人・日本
人住民の声からどのように共
生・共栄の道を歩んできたか、
どのように日本人も中国人も
全員が一体となって、異文化と
の共生を実現したかの経験と
体験を語ってもらい、そのこと
を契機に、外国人・日本人住
民が地域における共生・共栄
について考える機会とする。

長屋正幸
等

馬　励、辛　軍
青、呉　志良、長
屋寿恵等

（６）　  取組の具体的内容



（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

６．　事業に対する評価について

（２）　　事業目的の達成状況　日本語講座を開催したことにより、すべての受講者が日本語でのコミュニケーション能
力が高まりました。
　初級クラスの授業では皆がしっかり目的と目標を持って、毎回の課題を一生懸命勉強し、できるだけクリアしました。
受講生の全員が日常的な会話ができ、積極的に話すようになりました。特に家族ぐるみで勉強に来ていた受講生は上
達が早く、家族間の会話も増えて、日本語が話せる生活が楽しくなったとの声が多く聞こえました。
　中級クラスでは、受講開始当初からほとんどの受講生が高い目標を持っていました。日本に定住又は長期にわたり
生活していくことを予定している人は、生活の質を高めるためには、日本語能力はもちろん、日本の文化や、社会知識
の習得も不可欠であることを再認識しました。

（１）　　事業の目的　外国人の定住化が進んでいることに伴い、自立した生活が送れるようにするため、日本語教育、
生活の分野においては労働及び地域社会との繋がりが重要です。当団体の取組は中国語を母語とする住民を対象
に、日本語能力を向上させると同時に日本社会に早く溶け込めるよう、様々な活動を通して地域住民として自立した生
活ができることを目的としました。また、他の住民と良好な関係を築き、地域社会の一員として共生・共栄の役割を果た
します。

（１０）　　改善点について　外国人労働者と関係する分野の課題では、国、地域行政及び企業など社会全体の取り組
みが必要である。外国人としての労働者の観点から労働法などもっと専門的な内容も取り入れべきであります。

（７）　　参加者の募集方法　岐阜市公共施設、国際交流団体窓口、役所市民課窓口などにチラシを置くと同時に、岐
阜地域における中国系住民のネットワークを活用します

　国際化、少子高齢化が進んでいる日本社会には、様々な企業が外国人を受け入れており、特に中国人が多くみられ
ます。岐阜県でも同様であり、外国人住民・企業側双方に、共生社会の実現に向け、住民への発信が求められていま
す。
　しかし、昨年3月に、広島県の水産加工工場で中国人技能実習生による凄惨な事件は、なぜ事件を防げなかったの
か、そのために何が必要かなど、多くの関係者にとって深く考えさせられるきっかけとなりました。
　そこで、中国人技能実習生を受け入れ経験が豊富な企業関係者や、中国人と付き合いが長い企業の社長などから
様々な側面で、どのように共生・共栄の道を歩んできたか、どのように日本人も中国人も全員が一体となって、異文化
との共生を実現したかの経験と体験を語ってもらい、共生・共栄の道づくりについて勉強しました。
　また、多様な日中合作活動内容を通じて、日中市民が囲んで、交流の輪を広げていくために「語り合い、知り合う、そ
して助け合う交流会」を開催したことにより、お互いにさらに親しみを感じて、真心をもって交流することができました。

（９）　　取組の目標の達成状況・成果　活動最後のアンケート調査で示した結果、文化的背景を異にする人々が共生・

協働する社会の構築に向けて必要なことは何か、外国人住民・日本人住民に広く考えてもらうきっかけとなったことは

間違いありません。避けては通らない異文化共生を直面して、お互いに相手に対しどう理解を深めていくのかがこれか

らも大きな課題です。今回の活動では双方が真正面から違いを提起し、それに対し話し合い、理解をし合いました。

日々異文化の中で生活している私達が様々な活動を通じてより良い異文化共生社会を構築するためのたたき台にな

れたらと思います。
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（４）　改善点，今後の課題について

ⅲ　今後の活動予定
我々はこのような草の根活動を通して、微力ながら貢献していきたいと思います。

ⅱ　今後の課題
 全ての外国住民が自立下生活が送れるようにするため、教育、労働及び生活の分野において重点的に対応すること
が必要です。これからはいかに地方自治体やその他組織と連携して、より多くの学習チャンスを多くの学習希望者に
提供することが課題になります。

ⅰ　現状
 岐阜県の外国人数は依然高い割合にあります、それに定住化が進んでいます。多文化共生は岐阜でも避けて通れな
い課題です。
　異文化共生社会を構築するには、交流の支障である在住外国人と日本人の言葉の壁、制度の壁、心の壁を取り除
けなければなりません。行政が主導で、もっと根本的な外国人受入態勢の確立に向けての取り組みや、将来にわたっ
ての長期的展望に立った上での研究や支援、共生共存のできる社会の構築が必要と思います。

（３）　地域における事業の効果、成果　岐阜市及び近隣市町村の定住者や永住者、日本人配偶者など特に定住傾向

にある中国系住民が増加しています。日本語によるコミュニケーション能力の不足や、文化・習慣の相違による地域社

会における様々なトラブルが後を絶たない中、この「生活者としての外国人」の日本語教育事業を実施しました。

○依然として生活に必要な最低限の日本語の習得を支援することでは、計１０８時間の日本語学習時間を設けまし

た。外国住民の多数を占める中国系住民を対象とし、豊富な教育経験を持つ中国語話者講師等による中国語の説明

を加えた授業を行いました。また、日本語教育資格を有する外部の専門家を定期的に招き、指導者及び学習者の質

問や疑問等に応える場を設けることで一層の学習意欲向上及び外部とのネットワークを作り上げました。初級クラスと

中級クラスを同時に進行することで日本語能力が異なる家族や友人が同一時間帯に受講できるようにすることで参加

者数の維持拡大ができました。

  ○住民間の交流促進及び異文化交流キーパーソンを育成する目的で、日中文化交流大会及び生活安全講座を開

催をそれぞれ複数回を開催しました。先輩の中国系住民や、日本人家族、地域日本人を招き、日本文化、地域社会と

の交流の機会を作り出しました。また、他機関との連携・協力に基づき、文化交流、防犯・防災、交通安全などの活動

を通じて、「生活者としての外国人」の生活術を直接地域住民から教えてもらうことで顔の見える交流を実現しました。

  ○先輩住民である中国人と中国人と共に働く日本人の双方から、体験談を踏まえた相互理解についてセミナーと交

流会を開催しました。文化や習慣の違いを超えて、共生共存の素晴らしさや友好関係を再認識する機会となりました。

これらの取組を実施することにより、これまで培ってきた人材や地域のネットワークを広く発信し、新たな外国人リー

ダーを育成することができるものと確信しました。

　本年度の様々な取組に参加したことによって日本語を勉強するきっかけとなった人がたくさんいました。今まで長期に

わたり日本で生活しているにも関わらず、なかなか日本語を勉強しなかった人たちも、本事業をきっかけに、日本語学

習と地域社会との積極的な交流を始めの一歩として踏み出せました。生活に必要な日本語能力が高まると同時に、就

学、就職ができたり、日本人家庭に嫁いだ中国人お嫁さんが順調に生活を始めたり、地域社会の生活に順応できたり

する等、多くの中国系住民の日本での生活能力及びその質も大幅に向上したという評価を得ております。

　さらに、同じ中国系の指導者がいることにより、日本語学習以外の悩み、不安なども相談することが多くありました。

受講者を様々なイベントに参加させることで、地域住民とのコミュニケーションを取れるようになら、お互いに理解と尊

重のもとで、本事業で築いた繋がりが、国籍、場所、時間帯を超えて広い人間関係が築くことができました。


